
2005年11月、宮城県の警察官だった34歳の息子を亡くして半年
後に活動を開始して14年、自殺対策基本法の歩みと共に自死遺
族として生きてきました。
この間、わが国の自殺対策は急速に発展してきました。その一方
で自死の要因が多様であることから、様々な論点が同時に浮上し、
自死の対策のあり方などについて意見の対立が起こりがちな状態
が続いてきました。
WHO（世界保健機関）は健康について「健康とは病気ではない
とか、弱っていないということではなく、身体的にも、精神的にも、
そして社会的にも、すべてが満たされた状態であること」と定義
しています（日本WHO協会訳を一部改編）。
自死の対策にも、身体的、精神的、社会的の全ての観点が必要です。
自殺予防はみんなの仕事（suicide prevention is everybody’s 
business）という言葉があります。これからの自殺対策の発展に
は、それぞれの考え方、実践や調査研究から学び合う風土づくり
が必要です。
その中で、自死遺族の当事者団体が協働することはきわめて重要
です。失われたいのちの声を聞き取って自死の予防や防止、そし
て追い込まれている人たちの支援をする対策に反映させることが
不可欠です。

自殺対策に関する調査研究及びその成果の活用等の推進により、自殺対策の発展を図ることを目的とする。
また、自殺対策における学び合いと尊重の風土づくり、透明・公平な自殺対策の発展に貢献することを目的として、
次の事業を行います。

　（1）自殺の実態、自殺対策、遺族支援等に関する調査研究
　（2）自殺対策に関する情報収集と発信
　（3）自殺対策に関するネットワーク構築
　（4）地域における自殺対策の支援
　（5）自殺対策に関する人材育成
　（6）自殺予防に関する啓発と自死で亡くなった方と遺族等の権利擁護
　（7）自殺対策のモニタリングと自殺対策のあり方に関する提言
　（8）その他、この法人の目的を達成するために必要なこと

入会を希望される方は、入会申込書をご記入のうえ、法人事務局あての電子メールにてお送りください。
理事会の承認の後、会費の納入をもって入会が決まります。https://www.cspss.jp/

理事長：田中　幸子（全国自死遺族連絡会代表）
理　事：大塚　　尚（東京大学相談支援研究開発センター助教） 小川　有閑（蓮宝寺住職）

 勝又陽太郎（東京都立大学人文社会学部准教授） 川野　健治（立命館大学総合心理学部教授）
 竹島　　正（川崎市精神保健福祉センター所長） 堀井　茂男（慈圭病院理事長・名誉院長）
　 三木　和平（三木メンタルクリニック院長）
監　事：甲斐田沙織（弁護士）　　木下　　浩（司法書士）

亡き人のいのちを中心にして、それぞれが知恵を出し合い、国が
できること、地方自治体ができること、さまざまな専門家集団や
民間団体のできることを話し合う機会をつくるため、そして生き
づらさを抱えた当事者や多種多様な人たちとのゆるやかな、しか
し確かなつながりで「人にやさしい社会」を実現するため、本法
人を設立しました。
専門家、自死遺族が共に、亡き人たちの声を聞き、遺された人た
ちの悲しみと苦しみの中から、自殺予防と自死遺族支援の提言が
行われ、実のある研修が実施され、調査研究が積み重ねられ、将
来、日本において「追い詰められた死」としての自死がゼロにな
るための礎になることを願い、研鑽し続けることを誓います。
この国に生まれてよかったと思える日本を目指してご一緒に歩ん
でいけたらありがたいことです。
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

＊法人設立にあたって
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一般社団法人 自殺予防と自死遺族支援・調査研究研修センター（CSPSS）　行き

貴会の趣旨・事業に賛同し、下記のとおり入会金を添えて入会を申し込みます。

□　正会員  年会費5,000 円

□　賛助会員 （口数　　　　口）　年会費一口  10,000 円
会員種別

氏　　名
（団体名）

ふりがな

□　自宅

□　職場
メールアドレス

住　　所
（連絡・送付先が自宅
希望の場合は自宅住所）

備　　考
（本法人へのメッセージが
あればお書きください）

連絡・送付希望先

所　　属
（ない場合は記載不要）

□　職場　　□　自宅　※いずれか

電話番号

〒　　　－　　　　

※課室名など省略せずにご記載ください。

正会員の推薦者
（有の場合のみ記載）

※都道府県よりご記載ください。

※□がある方へ連絡します。両方も可。

令和　　　年　　　月　　　日

※個人情報の取り扱いについて、当センターの事業活動等のために利用し、それ以外の目的で使用することはなく、法令を遵守します。

年会費等の振り込みは、下記の口座をご利用ください。
※振込手数料は申込者御負担となります。

みずほ銀行　小岩支店　普通預金3027597

● 問い合わせ先
一般社団法人 自殺予防と自死遺族支援・調査研究研修センター（CSPSS）事務局
メールアドレス：cspss.sec@gmail.com

入 会 申 込 書

一般社団法人 自殺予防と自死遺族支援・調査研究研修センター（CSPSS）　行き

貴会の趣旨・事業に賛同し、下記のとおり入会金を添えて入会を申し込みます。

□　正会員（個人）  年会費5,000 円

□　賛助会員（個人または組織・団体） 　　　　口（年会費一口  10,000 円）
会員種別

氏　　名
（団体名）

ふりがな

□　自宅

□　職場
メールアドレス

住　　所
（連絡・送付先が自宅
希望の場合は自宅住所）

備　　考
（本法人へのメッセージが
あればお書きください）

連絡・送付希望先

所　　属
（ない場合は記載不要）

□　職場　　□　自宅　※いずれか

電話番号

〒　　　－　　　　

※課室名など省略せずにご記載ください。

正会員の推薦者
（有の場合のみ記載）

※都道府県よりご記載ください。

※□がある方へ連絡します。両方も可。

令和　　　年　　　月　　　日

※個人情報の取り扱いについて、当センターの事業活動等のために利用し、それ以外の目的で使用することはなく、法令を遵守します。

年会費等の振り込みは、下記の口座をご利用ください。
※振込手数料は申込者御負担となります。

みずほ銀行　小岩支店　普通預金3027597

● 問い合わせ先
一般社団法人 自殺予防と自死遺族支援・調査研究研修センター（CSPSS）事務局
メールアドレス：cspss.sec@gmail.com

入 会 申 込 書


